
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

 

 

中 富 良 野 町 民 憲 章 

わたくしたちは、秀麗な十勝岳の山なみを仰ぎ、豊かにひろがる 

緑の大地と清流に恵まれた中富良野の町民です。 

     わたくしたちは、きびしい風雪に耐えて原始の樹林をきり開いた 

先人のたくましい進取の気性を受けつぎ、輝く未来を築く人間性ゆ 

たかな町民となるために、この憲章を守りましょう。 

 

○ 勤労を尊び、生産を高め、報恩感謝の心をもちます。 

○ きまりを守り、道義心を高めます。 

○ 祖先を敬い、すこやかな家庭をきづきます。 

○ 自然を愛し、心のやすらぐ町をつくります。 

○ 文化を創造し、健康で明るい社会をつくります。 

（昭和５４年１月１日 制定） 

 

 

 

中富良野の教育のめざす姿 

   基本理念 

学遊花人 心豊かに学び 明日のふるさとを ともに創る人を育む 

 

基本姿勢 

    学校・家庭・地域社会が一体となって、 

 

     ◇ふるさとから学び、豊かな心を育てる教育環境をつくります 

     ◇体験活動の機会を充実し、健やかで生きる力をもった子どもを育てます 

     ◇教育・文化・スポーツ・地域活動を推進し、活力あるふるさとをともに 

つくります 

 

 



 中 富 良 野 町 社 会 教 育 の 基 本 構 造  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第６期まちづくり総合計画 
基本構想：絆でつながる 田園空間 なかふらの  
 教育文化  心豊かな人と文化を育むまち  

 
 町民一人ひとりが心豊かに生涯にわたって学び続けることができる生涯学習社会の実現に向け、幼児か
ら高齢者まで、あらゆる世代の学習ニーズに即した施策の推進。また地域の教育力の向上を図るため、学
校・家庭・地域住民がそれぞれの役割と責任を自覚し相互に連携・協力できる体制づくりを進めるととも
に、学習機会や関係機関と連携し、社会教育・スポーツ振興・文化振興を推進します。 

 中富良野町第８次社会教育中期計画 （令和３年度～令和７年度） 
●基 本 目 標 【心豊かに学び 絆で結ばれるふるさとを ともに創る人を育む社会教育の推進】 
●推 進 目 標  

中富良野町民憲章 （昭和５４年制定） 
わたくしたちは、秀麗な十勝岳の山なみを仰ぎ、豊かにひろがる

緑の大地と清流に恵まれた中富良野の町民です。 
 わたくしたちは、きびしい風雪に耐えて原始の樹木をきり開いた

先人のたくましい進取の気性を受けつぎ、輝く未来を築く人間性ゆ

たかな町民となるために、この憲章を守りましょう。 
●勤労を尊び、生産を高め、報恩感謝の心をもちます。 
●きまりを守り、道義心を高めます。 
●祖先を敬い、すこやかな家庭をきづきます。 
●自然を愛し、心のやすらぐ町をつくります。 
●文化を創造し、健康で明るい社会をつくります。 

 
「学遊花人 心豊かに学び 明日のふるさとを ともに創る人を育む」 

学校・家庭・地域社会が一体となって 

◇ふるさとから学び、豊かな心を育てる教育環境をつくります    ◇体験活動の機会を充実し、健やかで生きる力をもった子どもを育てます 

◇教育・文化・スポーツ・地域活動を推進し、活力あるふるさとをともにつくります 

社会教育の充実 
地域全体で、自らを高め次世代を育む生きがいのある教育 

スポーツの振興 
いつでも、どこでも、だれもが 

気軽に取り組める生涯スポーツの推進 

文化芸術の振興 
潤いと安らぎある生活と 

心の豊かさを求める文化芸術活動 



発 刊 に あ た っ て 

 

 

中富良野町教育委員会 

教育長 鈴 木   晶 

 

 

人口減少や少子高齢化をはじめとする急速な社会経済環境の変化や取り組むべき課題

の複雑化の中にあって、町民の主体的な参加による持続可能な社会づくり、地域づくり、

人づくりに向けて社会教育はこれまで以上にその役割を果たすことが期待されています。 

本町においても、まちづくりは人づくりであるとの観点に立ち、幼児から高齢者までそ

れぞれの年代に応じた学習の場や機会の創出に努め、豊かな心を育み生涯にわたって「い

つでも、どこでも、だれでも」学び続けられる環境の整備が求められています。 

中富良野町教育委員会では、これまで第７次に及ぶ社会教育中期計画を策定し、地域住 

民や社会教育関係団体などと連携・協力し、多様なニーズに応えながら生涯学習によるま 

ちづくりに取り組んできました。 

本計画は、これまでの課題を洗い出し、事業の評価・検証を行い、社会教育の現状を踏 

まえた上で、第６期なかふらのまちづくり総合計画（令和３年度～令和１２年度）におけ 

る、「絆でつながる 田園空間 なかふらの」を具体的に進めるための道標となっており、 

学校・家庭・地域社会が一体となって、子どもたちを守り育てることが地域の元気を取り 

戻すことができるものと確信しています。 

今後とも、生涯学習推進の観点から、本町社会教育の充実発展に努めてまいりますので、 

町民の皆さまを始め、関係機関・団体各位のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

結びに、本計画策定にあたりまして、熱心にご審議いただきました中富良野町社会教育 

委員の方々に対しまして厚くお礼を申し上げます。 



答   申   書 
 

 

令和３年２月１７日 

 

中富良野町教育委員会 

 教育長 鈴 木   晶  様 

 

 

中富良野町社会教育委員会 

委員長 松 岡 登志哉 

 

 

中富良野町第８次社会教育中期計画の策定について（答申） 

 

 

令和２年８月２４日付けで諮問のありました「中富良野町第８次社会教育中期計画」

の策定につきまして、別添のとおり答申いたします。 

 

 

記 

 

 

 本計画の策定にあたっては、社会教育委員会議において、計画策定に関する研修会や

グループワークなどを行いながら活発に意見を交わし、集中的かつ慎重に熟議を重ねて

まいりました。 

 

社会環境の急激な変化に対応するため、地域を支える人材を担う社会教育による人づ

くりや新しい生活スタイル、感染症予防対策など時代に合った事業の実施が求められま

す。 

 

本答申では、これまで実施してきた前計画の評価・検証を行い、解決すべき課題を明

らかにしたうえで、第６期なかふらのまちづくり総合計画の基本目標とする「心豊かな

人と文化を育むまち」を実現するために、新しい公共の理念に基づいたこれからの中富

良野町の生涯学習社会の方向性を示すものとして「中富良野町第８次社会教育中期計

画」を策定いたしました。 

 

 本答申によって、これからの中富良野町がまちづくりのための人づくりを目指して、

新しい次代を切り拓く生涯学習が推進されることを期待いたします。 
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第１章 前計画の評価・検証 

  １．社会教育の充実                          

 

学社融合推進事業 

目 的 
学校・家庭・地域が連携し、子どもたちが心豊かにたくましく生きることが

できる教育環境づくりを図る。 

概 要 

主な事業 

 ●あいさつ声かけ運動 ●教育資源バンクの活用 ●教育講演会 

 ●三世代交流学習 ●学校支援地域本部 

課 題 

改善策 

学校・家庭・地域の連携を図るとともに、教育資源バンクを随時更新し地域

の人材を更に広く活用して、地域の教育力向上を図ることが必要である。当

該事業の必要性などについて広く周知し理解を図る。 

 
 

社会教育関係団体 

活動支援 

目 的 
地域の教育資源を生かした体験活動の推進や、ボランティア活動やまちづく

りに積極的な取り組みの推進を図る。 

概 要 

子ども会育成連絡協議会 

 ●交流キャンプ ●親子スーパードッジボール大会  

●各種体験事業 

青少年育成推進事業 

 ●東京都内において２泊３日、小学５・６年生が様々な体験を行う。 

  大使館訪問、中小企業訪問、各種公共施設見学等 

課 題 

改善策 

活動を通して子どもたちが自主性・協調性などを身につけられる取り組みが

求められる。また組織運営の活性化や後継者育成のための支援を図る必要が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年育成推進事業（(株)昭和製作所訪問） 子ども会交流キャンプ 
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スポーツ少年団 

育成事業 

目 的 
スポーツを通して、子どもたちの体力づくりとジュニアリーダーや育成者の

養成を図る。 

概 要 
スポーツ少年団本部事業（１１少年団） 

 ●体力テスト ●リーダー宿泊研修会 ●交流会 

課 題 

改善策 

少年期においてスポーツ活動に親しむには、地域における人材発掘と指導者

の育成や活動内容の充実を関係団体等の協力を得ながら推進する必要があ

る。 

 

 

図書館運営事業 

目 的 
家庭での読書「家読（うちどく）」を通じて、親子のふれあいや、子どもた

ちが日常生活の中で読書に親しむことができる環境づくりを図る。 

概 要 

ブックスタート事業として、７カ月健診、１歳６カ月健診、３歳児健診で、

子どもが本と出会う機会づくりのため１冊プレゼントしている。 

平成２７年度から図書管理システムを導入し、図書館機能充実を図ってい

る。その他、「図書館まつり」や「各学校巡回図書」等を実施し、読書活動

を展開している。 

課 題 

改善策 

現在「第３次なかふらの町読書活動推進計画（平成３０年～令和４年）」に

沿って図書事業が運営されている。今後も読み聞かせサークルや図書ボラン

ティアとの連携を図る。 

 
 

放課後子ども教室 

推進事業 

目 的 

子どもたちの安全で安心した活動拠点を設け、地域の方々の参画を得なが

ら、子どもたちがスポーツ・文化活動や体験活動等の取り組みを通して、地

域社会の中で心豊かに健やかに育まれる環境づくりを図る。 

概 要 
毎週月曜日、放課後から午後５時まで（冬期間は午後４時３０分まで）、工

作づくり、理科実験、料理体験、スポーツ活動等を行う。 

課 題 

改善策 

様々な体験活動をする機会の提供と活動内容の充実を図るとともに、周辺校

も含めた地域全体における教育力向上を図ることが必要である。 

ボランティアスタッフによる指導体制及び指導内容の充実とスキルアップ

のための研修機会の提供を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館まつり スポーツ少年団本部リーダー宿泊研修 
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留守家庭児童クラブ 

推進事業 

目 的 
保護者が就労等により放課後の時間帯に家庭にいない児童を対象として、適

切な遊びと生活の場を確保することにより児童の健全な育成を図る。 

概 要 

月曜日～土曜日までの放課後から午後６時まで（土曜日は午後５時３０分ま

で）の一時預かりを行う。 

また特別活動として、月２回工作づくりや節分や雪まつりなど季節に合わせ

た活動を行う。 

課 題 

改善策 

施設において登録児童と児童館として利用する一般児童が混在している状

況から、生活空間のある環境づくりと子どもたちを見守る体制を充実するこ

とが必要である。また、周辺校からも利用しやすい体制づくりが必要である。 

 

 

成人式事業 

目 的 次代を担う青年が義務と権利を有する成人となる晴れの門出を祝う。 

概 要 

成人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年を祝い励ます成人式

を挙行する。 

新成人宣誓、恩師からの励ましスピーチ、町青年団の協力による新成人の主

張を行う。 

課 題 

改善策 

社会教育の観点に立ち、成人式の意義を再認識するために新成人や若者の意

見を取り入れながら地域の教育力の充実を図る。 

 

 

青年団協議会 

支援 

目 的 
ボランティア活動やまちづくりへの取り組みを通して青年団活動の充実を

図る。 

概 要 

主な事業 

 ●サンタ事業 ●さぶぅレンジャー（ウインターフェスティバル） 

 ●視察研修 ●ラベンダーまつり協力 等 

課 題 

改善策 

活動継続のための新しい事業展開と次代を担うリーダーを養成するために

も組織運営の活性化や後継者育成のための支援を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成人式 青年団協議会（さぶぅレンジャーショー） 
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公民館教室・講座 

事業 

目 的 
生活課題や現代的課題などの多様化する課題解決に向けた学習内容の充実

を図る。 

概 要 住民ニーズを取り入れた公民館講座、自主企画講座を行う。 

課 題 

改善策 

公民館がまちづくり・人づくりのための活動拠点となるために新しい事業展

開を図る必要があり、新しい公共の視点に立った社会的課題に対する学習機

会を設ける。 

 

 

情報通信技術講習 

事業 

目 的 
時代に対応した情報通信技術の習得とパソコンの生活に密着した技術の向

上を図る。 

概 要 
パソコン教室の開催（初心者・基礎・応用コースを設定） 

 主な内容 ●ワード ●エクセル ●ホームページ など 

課 題 

改善策 

ＩＴ社会が進展する中、パソコンだけでなく、町民のニーズに対応した教室

を開設し、学習機会の充実と学習意欲の向上を図り「知の循環型社会」を推

進する必要がある。 

 

 

銀嶺大学運営事業 

目 的 
高齢者大学における活動を通して、これまでの豊富な経験と知識をこれから

の生活と地域社会において活用する。 

概 要 

銀嶺大学本科（４年）、大学院（２年）、研究科（２年）を設置し、年間２０

回程度の学習日を設け、学習活動、クラブ活動を行う。大学祭、他大学との

交流事業などの課外活動も積極的に実施する。 

課 題 

改善策 

高齢者の生きがい、生涯学習の実践の場としても継続する必要があるが、入

学生数が漸減していることから学生の確保と自治会運営や学習内容の見直

し、学生の負担軽減を図る必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自主企画講座（ピアノマラソン） 銀嶺大学入学式 
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社会教育推進事業 

目 的 自主的な社会教育活動を支援し生涯学習社会の推進を図る。 

概 要 
社会教育委員会議の開催 

子ども会等少年団体育成指導委員会議の開催 

課 題 

改善策 

社会教育推進のため各分野における委員会活動は今後も必要であり、委員会

相互の連携の強化が必要である。 

 

 

社会教育施設整備 

目 的 住民の生涯学習を支える社会教育施設の整備を図る。 

概 要 
公民館、図書館、総合スポーツセンター、新町公園パークゴルフ場等の施設

の管理・運営 

課 題 

改善策 
今後も引き続き、多様なニーズに対応しながら整備充実を行う。 

 

 

公民館分館運営 

事業 

目 的 
各公民館分館における地域の特性を生かした学習活動に対して助成を行い、

公民館分館活動の充実発展を図る。 

概 要 
各公民館分館に対する補助 

旭中、宇文、西中、南中、本幸、奈江、新田中 

課 題 

改善策 

各分館において公民館活動を活発に行っている。今後も地域のニーズを把握

するとともに地域間交流活動などを積極的に推進する。 

 

 

  ２．文化芸術の振興                         

 

町民文化祭運営事業 

目 的 
郷土芸術文化の成果を広く発表する場を提供し、文化意識の高揚に努めると

ともに、文化団体の交流や文化の振興を図る。 

概 要 

町民文化祭を通して文化活動への参加促進と自主的な文化活動の支援。 

芸術文化鑑賞機会の充実と地域の文化活動の推進。 

文化関係団体との連携・交流の促進。 

課 題 

改善策 

文化芸術の発展のため文化団体・サークルの新規会員加入と後継者の育成が

必要である。そのためにも地域の文化財や郷土芸能を保護・伝承する活動を

通して、芸術文化に対する若い世代の理解を図る。 
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児童生徒対象事業 

目 的 
文化に親しむ機会の充実と社会参加など多様な活動を推進し、豊かな心を育

む体験活動の充実を図る。 

概 要 
児童芸能鑑賞事業の開催 

ふらの演劇祭への参加（中富良野中学校３年生対象） 

課 題 

改善策 

芸術・文化に関心を持つきっかけとして、出来るだけ多種多様な芸術・文化

などを鑑賞する機会を提供する。 

 

 

文化財及び埋蔵文化

財保護事業 

目 的 文化財及び埋蔵文化財の保護・活用の促進と伝承活動の推進を図る。 

概 要 

町指定文化財への支援 

●津軽獅子舞保存同志会 ●大注連縄保存同志会 ●雅楽愛好会 

埋蔵文化財包蔵地の状況確認と保護活動 

課 題 

改善策 

文化財に対する意識・関心を高めるために啓発普及活動が必要であり、郷土

の歴史と文化を正しく理解するために積極的に広報活動等を推進する。 

 

 

文化団体・サークル 

の育成と文化活動の 

交流促進 

目 的 広く文化芸術活動を支援し地域の文化振興に貢献する。 

概 要 

町文化協会補助金（１８団体） 

町敬老会への参加、富良野地区文化団体交流会の参加等 

郷土芸能活動補助金（神輿をあげる会「天翔」、葵太鼓） 

課 題 

改善策 

各文化団体・サークルの新規会員加入促進と後継者の育成が必要であり、文

化団体活動継続・発展のために新たな事業展開と組織の充実を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児童生徒芸能鑑賞事業（学校寄席） 雅楽愛好会 
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  ３．スポーツの振興                         

 

町民体育大会 

目 的 
全町民が大会に参加することにより、体力の維持向上と地域間の交流を図

る。 

概 要 

６連合会対抗で１０種目（いずれも団体競技）を行う。 

また、誰もが参加可能な競技種目や、得点に関係なく会場に集まった多くの

人が参加できる種目も実施する。 

課 題 

改善策 

スポーツを通して、地域住民の連帯感を高めるとともに、明るいまちづくり

に寄与している。しかし、少子化・高齢化や生活様式の多様化などから、参

加人数や競技内容、住民ニーズに対応した大会運営ができるよう適時見直し

を図りながら実施する。 

 

 

スポーツ教室・大会 

目 的 
誰もがスポーツに親しむことができる環境を整備することにより、各種スポ

ーツ活動の充実とスポーツ人口の拡大を図る。 

概 要 

主な事業 

 ●水中運動会 ●水泳教室 ●レベルアップ水泳教室 ●運動教室 

●スキー教室 ●少年レベルアップ教室 ●総合型地域スポーツクラブ 

課 題 

改善策 

心身ともに健康で充実した生活を営むためには、年間を通じてスポーツ活動

を行う必要がある。今後もいつでも、どこでも、誰もがスポーツができる環

境づくりを推進する。 

総合型地域スポーツクラブについては運営の継続とクラブ会員の新規加入

促進を図ることが急務である。 

 

 

スポーツフェスタ 

目 的 

富良野圏域内住民の健康・体力づくりを推進し、世代間の交流や、スポーツ

を通して地域の連帯感を養い、明るく豊かで活力ある生涯スポーツの推進を

図る。 

概 要 

富良野沿線スポーツフェスタ 

 ●ノルディックウォーキング ●ラフティング ●パークゴルフ 

 ●フロアカーリング ●フットサル   等 

課 題 

改善策 

富良野圏域市町村が協力して、年間を通じて様々なスポーツに親しむことが

できるよう今後もより多くの参加を目指す。 
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学校開放事業 

目 的 
地域住民の健康・体力づくりを積極的に推進し、世代間の交流を図りスポー

ツの楽しさを実感する。 

概 要 各小学校、中学校の体育館を開放し、体力向上・交流の場とする。 

課 題 

改善策 

誰もが気軽にスポーツができる場所と機会となっており、体力の維持向上と

地域の連帯感を醸成している。今後も年間を通して生涯スポーツの取り組み

を推進する。 

 
 

ウインターフェステ

ィバルへの支援 

目 的 
冬のスポーツイベントとして、各社会教育関係団体と連携し、冬期間の運動

不足解消を図る。 

概 要 

主な内容 

 ●雪中フットサル大会 ●スレッドリレー ●各種ゲーム 

 ●エイサー隊演舞 ●自衛隊音楽隊演奏 等 

課 題 

改善策 

実行委員会組織の充実を図り、内容を見直しながら社会体育事業として誰も

が参加できる冬季スポーツイベントして運営する。 

 

 

スポーツ団体の活性 

指導者の育成 

目 的 
社会体育団体に対して自主性を尊重し助成を行うことにより普及び指導者

の養成、社会体育の振興発展を図る。 

概 要 
町体育協会補助金（１４団体）  

スポーツ推進委員会議の開催 

課 題 

改善策 

活動継続の為の新しい事業展開と次代を担うリーダーを養成する必要があ

る。スポーツに関する施策の総合的かつ計画的な推進や生涯スポーツ社会の

実現に向けた環境整備が必要である。 

 

ウインターフェスティバル ふらの沿線スポーツフェスタ（フットサル大会） 
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第２章 計画策定にあたって 

  第１節 計画の目的                        

 

中富良野町教育委員会では、平成２８年度に中富良野町第７次社会教育中期計画を策定し、令和２

年度までの５ヵ年間、本計画に則って中富良野町における生涯学習の推進に努めてきました。 

この間、少子化・高齢化・国際化・情報化のさらなる進展や技術革新などにより、社会が急激に変

化する中で、人々の価値観や行動様式などが多様化し、地域コミュニティや人間関係の希薄化を引き

起こしたことによる、いわゆる地域の教育力の低下が社会教育の抱える現代的課題となっています。 

  今後さらに多様化、複雑化する住民ニーズに対応した学習機会や学習した成果を生かす場を積極的

に提供し、感染症予防対策など新しい生活スタイルを講じながら、町民が生きがいを感じるための人

づくりや地域づくりを推進することがこれからの社会教育に期待されています。 

そのためには、これまでの中富良野町第７次社会教育中期計画における達成状況を評価・検証とと

もに、第６期なかふらのまちづくり総合計画（令和３年度から令和１２年度）に基づいて生涯学習の

観点に立った町民の学習意欲に応える体制を整備する必要があります。 

生涯各期に応じた学習機会の提供や多様化する学習要求に対応できる環境づくりに視点を置き、住

民との協働による生涯学習のまちづくりを実践するために中富良野町第８次社会教育中期計画を策

定します。 

 

 

  第２節 計画の名称                        

 

本計画の名称は、「中富良野町第８次社会教育中期計画」とする。 

 

 

  第３節 計画の期間                        

 

本計画の期間は、令和３年度から令和７年度までの５ヵ年間とする。 
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生涯学
習社会
の実現

第３章 計画の基本方針について 

  第１節 基本方針                         

中富良野町第８次社会教育中期計画の基本方針は、中富良野町民憲章を遵守するとともに、令和１

２年までの本町の基本的指針を定めた第６期なかふらのまちづくり総合計画に掲げる３つの原則、

「町民一人ひとりを大切にする」「新たな活力と人の流れを生み出す」「つながりを広げる」に基づき

まちの将来像「絆でつながる 田園空間 なかふらの」の具現化を図るための社会教育行政の方向性

を示すとともに、生涯学習によるまちづくりを推進します。 

 

  第２節 基本目標                         

 

【心豊かに学び 絆で結ばれるふるさとを ともに創る人を育む社会教育の推進】 

 

  第３節 推進目標                         

 

 

スポーツの振興 
 いつでも、どこでも、だれもが 
  気軽に取り組める生涯スポーツの推進 
  

文化芸術の振興 
 潤いと安らぎある生活と 
  心の豊かさを求める文化芸術活動 
  

社会教育の充実 
 地域全体で、自らを高め 
  次世代を育む生きがいのある教育 
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第４章 社会教育推進計画 

  第１節 社会教育の充実                       

 
１．現状と課題 

少子高齢化や人口減少の進行、情報化の進展、価値観の多様化などに伴い、地域社会を取り巻く環境が大 
きく変化していく中で、すべての人々が、生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習す 
ることができる生涯学習社会の形成が求められています。 
本町では、町民が生きがいのある充実した生活を送るとともに、豊かで住みよい地域社会づくりを進めるた 

め、公民館などの社会教育施設において、家庭教育や青少年教育、成人教育、高齢者教育など、生涯の各期に 
応じた学習機会の提供を図るとともに、社会教育団体の育成等に努めています。 
しかし、社会・経済情勢が急速に変化する中、生涯の各期における学習課題はますます多様化・高度化して 

きており、これへの対応が求められているほか、講座や教室等への参加者の減少や固定化といった状況もみら 
れ、より多くの町民が自主的に学習活動を行える環境づくりが必要となっています。 
 今後は、このような状況を踏まえ、町民が自ら学び、活動し、その成果が適切に評価され、地域社会へ還元 
されるような学習環境づくりを目指し、学習機会・内容等の充実を図っていく必要があります。 
 

２．推進項目・具体的施策 

推進項目 具体的施策（推進事業など） 

①家庭教育・少年教育の充実 

・幼児期における家庭教育のあり方や家庭教育

の重要性の啓発 

・子どもたちの感性や好奇心を育て、ふるさと 

から豊かな心を育む教育の充実 

 

 

 

・学校、家庭、地域が連携し、地域全体で目的意識を共有 

 した活動を展開 

・地域や社会全体による子育てへの支援体制、連携の強化 

・全町子ども会キャンプなどの自然体験活動や青少年育成

推進事業を通じたキャリア教育の推進といった、子ども

たちの発達に応じた事業により生きる力を育成 

・地域との異年齢間交流など、新・放課後子ども総合プラ

ンによる放課後の居場所づくり等、放課後対策の充実 

②読書環境の充実 

 ・図書館機能の整備を図るとともに、利用の促 

進と読書環境の充実 

・ブックスタート事業、図書館まつり等による、家庭での

読書活動「家読（うちどく）」の推進 

・読み聞かせサークル、ボランティアとの連携 

③青年・成人教育の充実 

 ・町民の多様なニーズに対応した講座や講演会

を通じた社会的課題解決の促進 

・地域の活性化を目指し、地域づくり・仲間づくりの推進 

・自主的な学習活動や団体・サークル等への育成支援 

・まちづくりの観点に立った生涯学習による人づくり 

④高齢者教育の充実 

・高齢者が自ら学び社会的活動へ積極的に参画

し、生きがいを感じる学習機会の提供 

・高齢者が健康づくりの視点も含めた学習機会の提供 

・高齢者大学（銀嶺大学）や各団体・サークルに対する支

援活動 

⑤社会教育施設等の充実 

 ・多様化する学習活動に対応した社会教育施設 

  の整備充実、環境づくりの推進 

・生涯学習を推進する社会教育指導者の育成 

・公民館等の住民の生涯学習を支える社会教育施設の整備 
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 第２節 文化芸術の振興                       

 
１．現状と課題 

多様な文化芸術にふれることや、古くから受け継がれてきた伝統文化の継承は、うるおいと活力のある住民 

生活の実現や、住民の郷土愛の醸成につながるものとして、その重要性が再認識されてきています。 

本町では、文化協会加盟の文化団体を中心に、多様な文化芸術活動が行われています。町では、文化協会等 

と連携し、発表会や町民文化祭の開催、富良野地区文化団体交流会への参加などを行っているほか、演劇公演 

や音楽コンサートなどの多様な文化芸術に接する機会の提供に努めています。 

しかし、参加者の減少や固定化、文化団体への新規加入者の減少といった状況もみられ、今後は、世代を問 

わず誰もが気軽に文化芸術にふれ、活動できる環境づくりを一層進めていくことが必要です。 

また、文化財については、毎年、文化財専門委員による町内の埋蔵文化財包蔵地の状況確認と保護活動を実 
施しているほか、郷土館での文化財の展示や、町の無形文化財に指定されている津軽獅子舞、大注連縄、中富 
良野雅楽の保存活動を支援しています。 
こうした文化財は、本町の歴史や風土を内外に発信する上で大きな役割を担っていることから、適切な保存・ 

活用等に努める必要があります。 

 

 

２．推進項目・具体的施策 

推進項目 具体的施策（推進事業など） 

①自主的な文化芸術活動の促進と芸術鑑賞機会

の充実 

・町民文化祭の実施による文化活動の振興と発表の場・機 

会の提供 

・芸能鑑賞事業の実施による文化芸術にふれあい豊かな感 

 性の育成 

②文化財の保存・活用 

・伝統芸能・地域の歴史と文化や郷土資料の保存・伝承 

・埋蔵文化財包蔵地の状況確認と保護活動の推進 

・文化団体の充実した活動行えるよう郷土館やふれあいセ

ンターなかまーるなどの施設の整備充実。 

③文化団体の育成・支援 
・文化協会を中心とする文化団体等の育成支援と連携強化 

 

町民文化祭 富良野地区文化団体交流会 
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 第３節 スポーツの振興                       

 
１．現状と課題 

 近年、健康・体力づくりに対する意識の高まりなどに伴い、スポーツ活動に関心を持つ人が増加する一方、 
生活の利便性の向上などにより、日常生活において身体を動かす機会が減少しています。 
本町では、体育協会加盟のスポーツ団体や総合型地域スポーツクラブを中心に、多様なスポーツ活動が行わ 

れており、体育協会やスポーツ推進委員等とも連携し、各年代のニーズに応じた各種スポーツ教室を開催して

いるほか、総合スポーツセンターをはじめとする各スポーツ施設の維持管理を行い、スポーツ環境の充実に努

めています。 

スポーツは、健康・体力づくりに役立つだけでなく、町民同士の交流を深め、豊かな地域社会の形成につな

がるものとして、人々の生活に欠かせないものであることから、町民一人ひとりがそれぞれの年齢や体力に応

じたスポーツ活動に親しみ、生活の一部として定着させることができるよう、スポーツ団体の育成や多様なス

ポーツ活動の普及、スポーツ施設の整備充実を図り、スポーツ活動の場と機会の充実を進めていく必要があり

ます。 

 

 

２．推進項目・具体的施策 

推進項目 具体的施策（推進事業など） 

①生涯にわたるスポーツ活動の促進 

・総合型地域スポーツクラブの推進 

・各種スポーツ教室・大会の実施 

・町民参加の大運動会の開催 

②スポーツ環境の充実 

・学校開放事業の推進 

・総合スポーツセンター・新町公園パークゴルフ場など社

会体育施設の環境整備と効果的な運用 

・ふらの沿線スポーツフェスタ事業や誰でも行えるスポー

ツの普及などへの取組 

③子どもたちの体力向上とスポーツ活動の充実 
・スポーツ少年団活動・本部事業 

・社会体育団体及び指導者の育成 

 

 

 
総合型地域スポーツクラブ（ミニバレー） 北海道日本ハムファイターズ少年野球教室 
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諮   問   書 
 

 

令和２年８月２４日 

 

 中富良野町社会教育委員会 

  委員長 松 岡 登志哉  様 

 

中富良野町教育委員会 

教育長  鈴 木   晶 

 

 

「中富良野町第８次社会教育中期計画の策定について」 

 

 

１ 諮問事項 

中富良野町第８次社会教育中期計画 

 

２ 計画期間 

５カ年間 （令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで） 

 

３ 策定期日 

令和３年３月３１日 

 

【 諮 問 理 由 】 

 中富良野町は、「ともに創るしあわせ大地クリーン・グリーンなかふらの」をキーワード

に平成２３年度から１０ヵ年間の「第５期なかふらのまちづくり総合計画」を策定し、幸

福を実感できるまちづくりを推進しています。令和３年度からは新たに「第６期なかふら

のまちづくり総合計画」をスタートするために現在策定作業中であります。 

中富良野町教育委員会では、この第５期なかふらのまちづくり総合計画との整合性を図

り、平成２８年度から令和２年度までの第７次社会教育中期計画を策定し、時代に即した

社会教育の推進に努めてまいりました。経済・社会状況の変化や人口減少と少子高齢化の

進行、グローバル化・高度情報化の進展の中で、中富良野町民一人ひとりが生涯を通じて

心豊かにいきいきと生きがいをもって学び、学校・家庭・地域社会が一体となって活力と

潤いのある生涯学習社会の実現に向けた取り組みが求められています。 

このようなことから生涯学習時代における町民の学習ニーズや地域課題を把握するとと

もに、生涯学習の観点に立った社会教育の推進を図る「中富良野町第８次社会教育中期計

画」を策定いただきたく諮問いたします。 
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中富良野町第８次社会教育中期計画策定にあたっての経過 

 

月     日 内          容 

令和２年 ８月２４日 

第１回 社会教育委員会議 

諮問「第８次社会教育中期計画の策定について」 

計画策定までのスケジュール等についての確認 

令和２年 ９月２８日 

第２回 社会教育委員会議 

・研修会 

「社会教育委員の役割、社会教育中期計画について」 
上川教育局教育支援課社会教育指導班主査 小島紀行 氏 

 ・グループワークトレーニング「現状と課題について」 

令和２年１０月２８日 
第３回 社会教育委員会議 

 社会教育中期計画の原案策定について（部会協議） 

令和２年１１月３０日 
第４回 社会教育委員会議 

 社会教育中期計画の最終確認について（全体協議） 

令和３年 ２月１７日 
第５回 社会教育委員会議 

 答申「第８次社会教育中期計画の策定について」 
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中 富 良 野 町 社 会 教 育 委 員 名 簿 

【任期 令和元年５月１日～令和３年４月３０日】 

Ｎｏ 区   分 氏     名 所   属 備   考 

１ 学校教育 金 光   保 校長会 第１部会長 

２ 学校教育 田 村 圭 司 校長会 第２部会長 

３ 学校教育 井 川   健 校長会 第３部会長 

４ 社会教育 荒 木 義 昭 文化協会 
副委員長 

第３部会 

５ 社会教育 仲 条 和 正 体育協会 第３部会 

６ 社会教育 武 島 加 知 ＪＡ女性部 第２部会 

７ 社会教育 中 山 良 人 ＰＴＡ連合会 第１部会 

８ 社会教育 高 崎 見 太 青年団協議会 第１部会 

９ 学識経験 安 藤 まゆみ  第２部会 

１０ 学識経験 松 岡 登志哉  
委員長 

第１部会 

１１ 学識経験 寺 脇 優 子  第２部会 

１２ 学識経験 大 槻 正 美  第３部会 

  

 第１部会～家庭教育、少年教育、青年教育、社会教育基盤整備 

 第２部会～成人教育、高齢者教育 

 第３部会～文化芸術振興、スポーツ振興 
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